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路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
を

　
除
雪
作
業
の
際
、
最
大
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
の
が
路
上
駐
車
で
す
。
１
台
で
も

駐
車
し
て
い
る
と
除
雪
作
業
が
で
き
ず
、

交
通
渋
滞
や
事
故
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。
車
の
前
後
に
雪
が
残
っ
た
り
付
近

の
住
民
に
も
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、
路

上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

故
障
な
ど
で
移
動
が
で
き
な
い
場
合
は
、

赤
い
布
な
ど
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

障
害
物
な
ど
は
事
前
に
移
動
し
ま
し
ょ
う

　
道
路
縁
石
の
車
乗
り
入
れ
用
の
木
材
、

鉄
材
、
個
人
で
設
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
路
上
ま
で
伸
び
て
い
る
庭
木
、

私
有
地
か
ら
路
上
に
ま
た
が
っ
て
い
る
車

両
や
歩
道
の
占
有
物
な
ど
は
、
除
雪
の
支

障
と
な
り
ま
す
。
今
の
う
ち
に
移
動
・
冬

囲
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
除
雪
時

に
破
損
し
て
も
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

※�

低
縁
石
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
朝
時
の
車
の
運
転
は
細
心
の
注
意
を

　
特
に
異
常
降
雪
時
は
、
早
朝
か
ら
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

視
界
不
良
で
作
業
灯
が
見
え
に
く
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
車
を
運
転
す
る
場
合

は
、
常
に
「
前
方
に
何
か
あ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
心
掛
け
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
除
雪
車
は
危
険
で
す
の
で
特
に
子
供

を
近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
各
家
庭
で
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

除
雪
後
に
残
る
雪
山
は
滞
雪
ス
ペ
ー
ス
に

　
通
勤
通
学
、
消
防
、
生
活
関
連
物
資
輸

送
の
道
を
確
保
す
る
た
め
、
除
雪
は
朝
早

く
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
玄

関
先
な
ど
の
間
口
に
雪
の
山
が
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
現
在
の
機
械
の
能
力
と
緊

急
作
業
の
性
格
か
ら
雪
を
す
べ
て
取
り
除

く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
お
手
数
で
も
各

自
で
除
雪
願
い
ま
す
。
除
雪
の
際
は
、
路

側
帯
の
滞
雪
ス
ペ
ー
ス
（
外
側
線
か
ら
外

側
）
に
か
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に

応
じ
運
搬
排
雪
し
ま
す
。

道
路
わ
き
で
の
ス
キ
ー
、

ソ
リ
遊
び
は
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
道
路
わ
き
の
雪
山
で
子
供
が
ス
キ
ー
や

ソ
リ
に
乗
り
、
急
に
路
上
に
飛
び
出
し
て

網
走
開
発
建
設
部
、
網
走
建
設
管
理
部
、
雄
武
町
か
ら
の
お
願
い

町
内
の
除
雪
は
、
町
道
な
ど
を
町
、
国
道
を
網
走
開
発
建
設
部
、
道
道
を
網
走
建
設
管
理
部
が
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
て
い
ま
す
。
町
道
な
ど
の
除
雪
総
路
線
は
１
６
２
㎞
。
町
で
は
皆
さ
ま
の
生
活
路
線
を
確
保
す
る

た
め
、
一
刻
も
早
い
除
雪
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
大
雪
や
吹
雪
の
後
な
ど
、
一
時
的
に
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
網
走
開
発
建
設
部
興
部
道
路
事
務
所
（
国
道
）
☎
８
２
‐
２
１
５
５

問
網
走
建
設
管
理
部
興
部
出
張
所
（
道
道
）
☎
８
２
‐
２
１
１
５

問
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係　
　
（
町
道
）
☎
８
４
‐
２
１
２
１

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
雪捨場
風の丘

パークゴルフ場

北見信金雄武支店様役場

メモリアル広場

国道238号線

出塚食品様

●～砂箱設置場所

● ●

●●●●

●●

ローソン様

本年度も雪捨て場を指定しますのでご利用くださ
い。出入り口には看板を設置しますので、これ以
外の場所には絶対に雪を捨てないでください。な
お、例年大量のゴミや空き缶などの混入が見受け
られますので、排雪の際は十分気を付け、雪以外
のものが混入しないようご協力をお願いします。
また、河川に雪を捨てると雪解け時に河口が閉塞
し、雪解け水があふれ出る原因になりますので、
河川に雪を捨てることは絶対にやめてください。

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
わ
き
で
の
、
ス
キ
ー
、
ソ
リ
遊

び
は
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
お
願
い

▼
排
水
ま
す
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
を
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。
排
水
機
能
障
害
や
ふ

た
の
閉
め
忘
れ
に
よ
る
転
落
事
故
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

▼
屋
根
か
ら
の
氷
雪
が
落
下
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
、
屋
根
の
雪
止
め

の
点
検
整
備
や
雪
お
ろ
し
を

定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
除
雪
の
能
率
は
、
天
候

な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

秋の叙勲
瑞宝単光章を受章
多年にわたり消防行政の発展に尽力。その功績が認められ、

平成 28 年秋の叙勲を受章されました。

消防功労　元雄武消防団

上林  友次さん
じょうばやし・ともじ  77 歳  新沢木

　
上
林
さ
ん
は
、
昭
和
43
年

消
防
団
に
入
団
。
以
後
、
班

長
、
部
長
、
副
分
団
長
、
分

団
長
、
21
年
４
月
か
ら
27

年
１
月
ま
で
は
副
団
長
と
し

て
、
40
有
余
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
多
忙
な
仕
事
の
傍
ら
、

日
夜
地
域
住
民
の
安
全
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
そ
の
卓
越
し
た
見
識
と
誠

実
な
人
柄
、
強
い
責
任
感
に

寄
せ
る
人
望
は
厚
く
、
消
防

施
設
の
整
備
促
進
や
団
員
の

指
導
育
成
、
地
域
住
民
に
対

す
る
防
火
意
識
の
普
及
な
ど

に
尽
力
を
続
け
、
消
防
行
政

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
火
災
発
生
時
だ
け

で
な
く
、
大
雨
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
時
な
ど
で
も
長
年
積

み
重
ね
た
経
験
を
生
か
し
、

団
員
に
的
確
な
指
示
を
与

え
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ま
し
た
。

　
上
林
さ
ん
の
長
い
消
防
団
人

生
に
お
い
て
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
昭
和
47
年
の

大
火
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
の
大

火
は
、
旧
雄
武
駅
前
付
近
の
商

店
街
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、

強
風
だ
っ
た
影
響
も
あ
り
瞬
く

間
に
雄
武
市
街
一
体
に
及
び
ま

し
た
。
当
時
は
消
火
設
備
が
不

十
分
だ
っ
た
た
め
、
海
水
で
の

消
火
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
尽

力
し
ま
し
た
が
、
死
者
こ
そ
出

な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
な
ど

多
く
の
財
産
が
焼
失
し
て
し
ま

い
、
と
て
も
つ
ら
い
経
験
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　
受
章
に
あ
た
り
「
い
ろ
い
ろ

な
方
の
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
最
後
は
副
団
長
の

職
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
名
誉

に
恥
じ
な
い
よ
う
精
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
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◉第６期雄武町総合計画　策定審議会委員　　　　　　　　　　　　　※敬称略
総務・行財政部会
氏名 住所 役職 所属
加藤　孝義 曙 部会長代理 雄武町自治会連合会　会長
田口　　洋 宮下町 会長職務代理者 雄武町体育連盟　会長
直井　香織 新沢木 雄武町子ども・子育て会議　委員
中島　克弥 宮下町 部会長 雄武町民生児童委員協議会　理事
福士登美夫 宮下町 北見信金雄武支店　支店長
山片　正晃 末広町 2区 稚内信金雄武支店　支店長
渡部　康太 新日の出町 雄武郵便局　課長代理

産業建設・環境部会
氏名 住所 役職 所属
大場　道子 宮下町 雄武町観光協会　理事
河島　　仁 幸町 会長 雄武町商工会　副会長
久保　毅剛 宮下町 雄武建設業協会　二雄会
佐々木伸行 新町 雄武町森林組合　総務課長
鉄川　　潤 末広町 2区 部会長代理 北オホーツク農業協同組合　監査課長
新山　貴文 幌内浜町 雄武水産加工業協同組合　理事
三河　貴明 幌内上町 雄武漁業協同組合　青年部長
安田　将治 末広町 2区 部会長 雄武漁業協同組合　参事

社会福祉・教育部会
氏名 住所 役職 所属
相坂　英代 魚田 雄武町子ども・子育て会議　委員
石橋　啓文 末広町 1区 雄武町 PTA連合会　会長
大星　幸恵 新町 雄武町社会福祉協議会　理事
工藤　　瞳 魚田 部会長代理 雄武町子ども・子育て会議　委員
桑井　美彦 緑町 雄武高等学校　校長
汐後　克也 共栄 雄武町小中学校校長会　会長
髙橋　　進 曙 部会長 雄武町文化連盟　事務局長
渡邊　　恵 幸町 雄武町子ども・子育て会議　委員

今
後
10
年
間
の
雄
武
町
の
未
来
を
描
く

第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画

策
定
審
議
が
ス
タ
ー
ト

し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
や
公
募

制
度
、
自
治
会
長
会
議
や
町
政
懇
談
会
な
ど

で
意
見
反
映
に
努
め
ま
す
。

③
次
の
10
年
の
行
政
評
価
と

　
予
算
編
成
の
連
動
を
最
適
化

　
第
５
期
総
合
計
画
策
定
時
は
、
政
策
を
厳

選
し
て
行
政
評
価
や
予
算
編
成
と
連
動
し
た

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
が
財
政
健
全
化
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
た

め
、
今
回
の
第
６
期
総
合
計
画
で
も
こ
れ
を

継
続
し
、
成
果
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
と
健
全

な
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
職
員
力
を
高
め
る
計
画
づ
く
り

　
職
員
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
の

大
幅
な
若
返
り
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
年

に
一
度
の
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
は
、
職

員
の
能
力
・
技
術
を
高
め
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
町
民
と
の
協
働
な
ど
を
通
し
て
雄
武
町

を
深
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
職
員
力
を

高
め
る
計
画
作
り
に
努
め
ま
す
。

◉
専
門
部
会
の
設
置

　
第
５
期
総
合
計
画
策
定
時
と
同
様
、
次
の

３
部
会
を
設
置
し
、
審
議
を
行
い
ま
す
。

①
総
務
・
行
財
政
部
会

②
産
業
建
設
・
環
境
部
会

③
社
会
福
祉
・
教
育
部
会

◉
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
第
６
期
総
合
計
画
は
30
年
度
が
開
始
年
の

た
め
、
29
年
12
月
議
会
提
案
、
30
年
３
月
議

　
雄
武
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
総
合
計
画
。
現
在
の
第
５
期
総
合
計
画

の
終
期
が
30
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
31
年
度
を
始
期
と
す
る
第
６
期
総
合

計
画
の
策
定
を
目
指
し
た
第
１
回
策
定
審
議

会
が
、
11
月
１
日
㈫
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
全
員
で
町
民
憲
章
を
朗
唱
し

た
後
、
中
川
原
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、「
今
回
の
審
議
会
は
、
若
い
20
・
30
代
の

方
か
ら
雄
武
町
を
知
り
尽
く
し
た
ベ
テ
ラ
ン

の
方
ま
で
、
大
変
頼
も
し
い
メ
ン
バ
ー
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
自
由
闊か

っ
た
つ達
な
忌き

た
ん憚
の
な
い

意
見
・
提
案
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
互
選
に
よ
り
、
会
長
に
河
島
仁
氏
（
町
商
工

会
副
会
長
）、
会
長
の
指
名
に
よ
り
田
口
洋
氏

（
町
体
育
連
盟
会
長
）
を
会
長
職
務
代
理
者
に

そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
川
原
町
長
か
ら
諮
問
書
の
伝
達

が
行
わ
れ
、
受
け
取
っ
た
河
島
会
長
は
「
今
日

こ
こ
に
参
集
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
は
、
雄
武
町

審
議
会
で
は
、
基
本
構
想
と
前
期
５
カ
年
の

基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◉
総
合
計
画
策
定
の
視
点

①
町
民
憲
章
と
総
合
計
画

　
第
５
期
総
合
計
画
で
も
重
要
視
し
て
い
る

町
民
憲
章
は
、
今
後
に
お
い
て
も
町
民
一
人

ひ
と
り
の
行
動
規
範
と
し
て
、
道
徳
的
な
意

味
か
ら
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
オ
ー
ル
雄
武
町
民
で
考
え
、

　
と
も
に
作
る
第
６
期
総
合
計
画

　
町
民
自
ら
が
町
の
課
題
や
将
来
像
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
、
第
５
期
総
合
計
画
で
取
り
入

れ
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
手
法
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」

方
式
で
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
に
町
民
と
行
政
が

と
も
に
考
え
、
と
も
に
作
る
計
画
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
参
画
の
手
法
と

の
各
企
業
や
団
体
の
役
職
に
就
い
て
い
る
方
々

で
す
。
自
由
な
意
見
や
未
来
へ
の
思
い
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
会
長
就
任
に
あ
た
っ

て
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
６
期
総
合
計
画
は
、
平
成
30
年
か
ら
39

年
ま
で
の
10
カ
年
を
基
本
構
想
の
期
間
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
基
本
計
画
」、「
実
施

計
画
」、「
財
政
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
前
期
、

後
期
の
各
5
カ
年
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
総
合
計
画
は
、
地
上
自
治
法
に
よ

り
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
に
同
法
の
改
正
に
よ
り
策
定
義
務

は
無
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
と
し
て

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
総
合

計
画
は
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
年
３
月

に
総
合
計
画
策
定
条
例
を
新
た
に
定
め
、
こ

れ
を
根
拠
と
し
て
新
し
い
総
合
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
今

ま
で
以
上
に
自
主
性
を
重
ん
じ
て
、
町
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
産

業
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
各
分
野
の
町
民
23

人
で
審
議
会
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

会
で
の
議
決
を
目
指
し
て
策
定
し
て
い
く
予

定
で
す
。
今
後
は
、
月
１
回
程
度
全
体
会
議

を
開
催
し
、
29
年
４
月
か
ら
は
基
本
構
想
案
、

前
期
基
本
計
画
案
の
審
議
に
入
り
、
全
体
会

議
や
各
専
門
部
会
で
の
意
見
な
ど
を
取
り
入

れ
た
計
画
素
案
を
作
成
し
、集
中
審
議
を
行
っ

た
後
、
11
月
の
答
申
を
目
指
し
ま
す
。

◉
審
議
会
の
公
開

　　
審
議
会
は
原
則
公
開
と
し
て
お
り
、
会
議

を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
審

議
会
の
議
事
録
な
ど
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
す
る
ほ
か
、
役
場
財
務
企
画
課
企

画
調
整
係
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

↓河島会長 ↓中川原町長から委嘱状の交付を受ける委員 ↓審議会の様子
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財政財政状況状況
　税目 予算現額

町民税 2 億 7,500 万 1 千円

固定資産税 2 億 9,038 万 6 千円

町たばこ税 4,290 万 0 千円

都市計画税 1,885 万 0 千円

入湯税 725 万 0 千円

軽自動車税 930 万 1 千円

計 5 億 5,368 万 8 千円

◉地方税の内訳

　雄武町の財政状況について、一般会計と特別会計における
28年度予算執行状況（９月30日現在）をお知らせします。
　なお、予算現額、収入済額、支出済額については、27年度
からの繰越明許費※を含みます。
※�年度内に支出の終わらない見込みがあるものについて、あらかじ
め議会の議決を得て、翌年度に繰越して使用するもの。

　　予算現額 　　　支出済額 　支出率
議会費 4,671万 0千円 2,462万 3千円 52.7％

総務費 13億 3,401万 2千円 6億1,140万 3千円 45.8％

民生費 7億0,824万 5千円 1億9,774万 5千円 27.9％

衛生費 6億3,209万 0千円 1億9,449万 3千円 32.3％

農林水産業費 15億 2,193万 8千円 2億5,811万 2千円 17.0％

商工費 2億5,888万 4千円 2億2,520万 6千円 87.0％

土木費 9億0,572万 0千円 1億9,309万 3千円 21.3％

教育費 2億7,062万 2千円 1億5,412万 9千円 38.5％

公債費 5億4,593万 6千円 2億8,250万 5千円 51.7％

その他 1億4,776万 0千円 7,295万 6千円 49.4％

　 　　　予算現額 　　　収入済額 　収入率
地方税 5億5,368万 8千円 3億3,616万 9千円 60.7％

分担金・負担金 1,390万 1千円 88万 3千円 6.4％

使用料・手数料 1億9,535万 6千円 5,502万 6千円 52.2％

繰越金 9,843万 8千円 3億7,431万 4千円 380.3％

地方交付税 28億 6,591万 8千円 20億 7,516万 1千円 72.4％

地方譲与税等 7,920万 0千円 2,888万 3千円 36.5％

地方消費税交付金 8,530万 0千円 4,872万 1千円 57.1％

国・道支出金 14億 4,859万 0千円 9,521万 7千円 6.6％

町債 4億7,447万 5千円 0千円 0.0％

その他 6億8,705万 1千円 1億3,972万 1千円 20.3％

雄武町オホーツク紋別空港利用促進事業
予算額　3,833 万円

予防接種事業
予算額　1,210 万円

農業経営改善等対策事業
予算額　684万円

日の出岬整備事業
予算額　2,455万円

低所得者の高齢者向け年金生活者等支援臨時福祉
給付金事業   予算額  2,032 万円

雄武高等学校存続対策事業
予算額　435万円

　予算現額 　収入済額 　支出済額

国民健康保険事業
8 億 0,639 万 7 千円 3 億 4,596 万 5 千円 3 億 2,708 万 9 千円

簡易水道事業
3 億 6,283 万 5 千円 7,845 万 1 千円 1 億 3,220 万 8 千円

公共下水道事業
4 億 1,764 万 5 千円 2,875 万 0 千円 1 億 0,682 万 1 千円

介護保険事業
4 億 4,596 万 2 千円 1 億 9,561 万 4 千円 1 億 7,507 万 2 千円

介護サービス事業
7,142 万 8 千円 12 万 3 千円 3,215 万 5 千円

後期高齢者医療事業
6,541 万 4 千円 1,807 万 4 千円 1,813 万 2 千円

介護老人保健施設事業
1 億 3,221 万 9 千円 4,304 万 9 千円 4,725 万 3 千円

予算現額　　　　　　　　　　　　　　　　支出済額

　63億4,192万円　　　21億6,427万円

◉特別会計予算執行状況

予算現額　　　　　　　　　　　　　　　　収入済額

　63億4,192万円　　　31億5,410万円
　歳　出

　平成 28 年度予算

　歳　入
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まちのできごと

↑興部警察署員から説明を受ける来店者

稚内信金雄武支店開設 30 周年記念イベント

振り込め詐欺にご用心
　稚内信金雄武支店の開設30周年を記念した特別イ
ベントとして、野菜の詰め放題まつりが行われました。
また、興部警察署と連携し、近年巧妙化する振り込め
詐欺などの被害防止を目的とした啓発活動も同時に実
施。署員２人が「最近は手口が巧妙化し、電話だけで
なく訪問して現金を請求する場合もあるので警戒をお
願いします」と来店者へチラシを配りながら、注意を
呼びかけていました。

11/
4

↓雄武町の応援大使に決定した田中選手（左）と加藤選手

　北海道日本ハムファイターズが北
海道179市町村を応援する企画「北
海道179市町村応援大使」。
　この日、札幌ドームで開催された
ファンフェスティバル 2016で、応
援大使を決定する抽選が行われ、雄
武町の2017年応援大使が田中賢介
選手と加藤貴之選手の 2人に決定し
ました。両選手は2017年 1月 1日
から12月 31日までの１年間、雄武
町の応援大使として活躍することと
なります。

↑発達障がい者に関する講演を行う講師

発達障がい者支援・就労に関する研修会11/
5

11/
6

ハンドメイドマーケット

世界に1つだけの作品
　手作りの作品を展示販売するハンドメイドマーケット
が、のびのび遊遊ランドで開かれました。町商工会空き店
舗活用チャレンジショップ事業として実施したもので、町
内外から7人が出店。皿や茶わん、手袋やネックウォーマー
など、創意工夫を凝らした一点物の商品が店頭に並べられ、
多くの町民などが訪れました。出展者からは「お客さまと
会話をしながら販売するのは楽しい」「一生懸命作ったも
のを喜んでもらえると励みになる」などと話していました。

↑「寿獅子」に頭をかまれる来場者

民族歌舞団こぶし座公演

　伝統芸能の継承や普及を目的に活動している函館
市のNPO法人・民族歌舞団こぶし座の公演が町民
センターで行われました。全国各地に伝わる伝統音
楽や踊りなどが次々と披露され、東京都葛飾区に伝
わる「寿獅子」では、舞台から降りてきた獅子が観
客の頭にかみつく場面も。獅子に頭をかまれると良
いことがあると言われており、来場者は間近で見る
獅子の迫力に、大きな拍手が沸き起こっていました。

11/
23

↓来場者へ商品の説明を行う出展者

11/
19

ジュニア陸上教室

速く走るコツ教えます
　レギュラーアスリートの秋澤一輝さん（A-Bank所属）
によるジュニア陸上教室がスポーツセンターで開かれ、
参加した子供たちは元気よく会場内を走り回りました。
秋澤さんは「速く走るには、姿勢や腕の振りなどが重要」
と手本を見せながら熱心に指導。一斉に走りコーンを取
り合うゲームや、鬼ごっこなどで楽しく走り方を勉強。
「最初に比べてみんな走り方が良くなりました」と先生
から最後にお墨付きをもらい喜んでいました。

↓熱心に授業を受ける子供たち

ＫＤＫを持とう

2017 年北海道 179 市町村応援大使11/
23 雄武町応援大使決定

迫力の舞台を堪能

11/
20

若草保育所生活発表会

園児たちの晴れ舞台

↓元気よく踊りを披露する園児たち

　1年間の成長ぶりを見てもらう若草保育所生活発表
会が、町民センターで行われました。126人の園児
が参加し、歌や手遊び、踊りなどを披露しました。３
歳男児は江戸の火消しに扮し、ねじりハチマキに法被
姿で登場。手にまといを持ってかわいらしく踊りまし
た。中には、ステージ上で泣き出してしまう園児もい
ましたが、子供の成長した姿に、訪れた保護者から暖
かい声援と拍手が送られました。

　発達障がい者への児童期の支援や就労に関する講演会
が地域交流センターで開かれました。（つくしの会主催）
　この日は２部構成で行われ、第2部の講師を務めた札
幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる・西尾大輔
所長は「発達障がいの方にK（けっこう）D（できるな）
K（感）を持っていただくのが重要。これが高まること
でなだらかな発達と自立につながる」と話し、参加者は
熱心にメモを取るなど講演の内容に聞き入っていました。
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情報ひろば情報ひろば
　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
家
屋

（
住
宅
・
倉
庫
・
畜
舎
な
ど
）
は
、
毎
年

１
月
１
日
を
基
準
と
し
て
台
帳
登
録
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
中
に
家
屋
な
ど
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
29
年
度
に
お

い
て
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
役
場
へ
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
建
物
の

滅
失
登
記
を
し
た
場
合
は
、
届
け
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
税
財
管
理
課
課
税
係

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

　
雄
武
消
防
団
で
は
、
特
別
警
戒
実
施
期

間
中
の
夜
間
、
消
防
車
な
ど
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
な
が
ら
町
内
を
巡
回
し
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

実
施
期
間　
12
月
28
日
㈬
～
30
日
㈮

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

い
、
ま
た
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行

う
。

�・�

日
頃
か
ら
安
全
な
避
難
方
法
を
考
え
、

避
難
口
の
整
理
整
頓
や
除
雪
を
し
て
お

く
。

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
無
料
相
談
会

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
56
年
度
か
ら
「
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
旭
川
地
方
大
会
で
は
、
82

校
１
９
３
１
編
の
応
募
が
あ
る
中
、
雄
武

中
学
校
の
２
人
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奨
励
賞　
小
林　
姫
花
さ
ん
（
３
年
）

奨
励
賞　
石
橋　
美
咲
さ
ん
（
１
年
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

実
施
期
間　
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

対
象
者　
29
年
3
月
31
日
㈮
ま
で
に
65
歳

以
上
に
な
る
人
（
福
祉
施
設
入
所
者
、
28

年
度
中
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
実
施

し
た
人
は
除
く
）

料
金　
無
料

内
容　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

実
施
場
所

�・
国
民
健
康
保
険
病
院

☎
８
４
‐
２
５
１
７

�・
山
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
８
４
‐
２
７
７
６

※
希
望
医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

応
募
期
限　
29
年
１
月
31
日
㈫（
必
着
）

応
募
先　
紋
別
郡
雄
武
町
本
町　
雄
武

町
役
場　
総
務
課
職
員
厚
生
係

採
用
試
験　
書
類
選
考
・
面
接
試
験
な
ど

※
試
験
日
な
ど
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
年
月
日　
29
年
４
月
１
日

問
総
務
課
職
員
厚
生
係

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
使
用
期
限

２
月
７
日
㈫
、
３
月
７
日
㈫

時
間　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　
役
場
庁
舎
別
館
小
会
議
室

利
用
方
法　
事
前
連
絡
が
必
要
で
す
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

　

12
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

　
本
年
５
月
に
送
付
し
た
大
腸
が
ん
・
乳

が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
有
効
期
限
は
、
29
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。
ク
ー
ポ
ン
の
使
用
方
法
や
紛
失
し

た
場
合
、
対
象
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

保
　
健

取
り
壊
し
た
家
屋
な
ど
の
届
け
出

日
時　
29
年
１
月
８
日
㈰　
14
時
～

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
平
成
８
年
４
月
２
日
～
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
町
内
外
を
問
わ
ず
雄

武
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

問
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

税
　
金

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
12
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
道
税

の
滞
納
整
理
を
強
化
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
12
月
は
、自
動
車
税
、個
人
事
業
税
、

不
動
産
取
得
税
な
ど
の
道
税
す
べ
て
に
つ

い
て
滞
納
整
理
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
給
与
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
差
し
押

さ
え
を
行
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
納
税
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
大

至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　
道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
き
が
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
紋
別
道
税
事
務
所
納
税
係

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

☎
８
４
‐
２
５
１
７

�・
山
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
８
４
‐
２
７
７
６

※
希
望
医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

　
生
活
で
の
困
り
事
や
悩
み
事
を
抱
え
な

が
ら
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
が
あ
な
た
の

悩
み
を
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。無
料
で
利
用
で
き
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
程　
12
月
６
日
㈫
、29
年
１
月
17
日
㈫
、

結
核
検
診

応
募
条
件　
お
お
む
ね
25
歳
ま
で
の
人
、

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
ま
た
は
29
年

３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

採
用
人
数　
正
職
員　
１
人

応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
郵
送
ま
た
は
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

履
歴
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
「
特
定
記
録
郵

便
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

履
歴
書
に
貼
付
す
る
顔
写
真
は
３
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

必
要
書
類　
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

（
卒
業
証
書
の
写
し
可
）
ま
た
は
卒
業
見

込
証
明
書
、
最
終
学
歴
の
成
績
証
明
書
、

社
会
福
祉
士
の
国
家
資
格
を
証
明
す
る
も

の
（
社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し
な
ど
）

ま
た
は
28
年
度
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
を
証
明
す
る
も
の
（
社
会
福
祉
士

指
定
科
目
履
修
証
明
書
な
ど
）、
自
動
車

運
転
免
許
証
（
写
し
）

��　Information

暖房用燃料・暖房器具などの
購入費を助成します！
　町では、高齢者等の冬の生活支援事業とし
て、１万５千円分の助成券を交付しています。
該当世帯は、早めに申請してください。
対象世帯　本年度町民税非課税世帯で、11月
１日現在雄武町に住民登録があり、次のいず
れかに該当する世帯（生活保護世帯、福祉施
設等入所者世帯、医療機関入院世帯は除く）
○ 70歳以上のみの高齢者世帯
○�障害者手帳（身障１～２級・療育Ａ判定・
精神１級）を持っている人がいる世帯
○ひとり親世帯
助成券で購入できる品目　灯油、石炭、まき、
暖房器具、冬用衣料、防寒具
受付期間　29年２月 28日㈫まで
　　　　　（土日・祝日を除く）
問保健福祉課社会福祉係

消
　
防

歳
末
特
別
警
戒

　
年
末
年
始
の
時
期
は
何
か
と
慌
た
だ
し

く
、
火
の
取
扱
い
に
対
す
る
警
戒
心
が
薄

れ
が
ち
に
な
り
、
人
命
や
自
ら
の
財
産
を

灰
に
し
て
し
ま
う
悲
惨
な
火
災
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
の
は
他
人
で
は

な
く
、
あ
な
た
自
身
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
か
ら
火
災
は
発
生
し
ま
す
。
日
頃

か
ら
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�・�

調
理
器
具
を
使
用
し
て
い
る
時
は
、
絶

対
に
そ
ば
を
離
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、

使
用
後
は
必
ず
電
源
や
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
る
こ
と
。

�・�

出
掛
け
る
前
、
就
寝
前
は
火
の
元
の
点

検
を
行
う
。

�・�

喫
煙
は
灰
皿
の
あ
る
所
で
、
寝
た
ば
こ

や
吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

�・�

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
子
供
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
置
か
な
い
。

�・�

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
暖
房
器
具
の
周

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な

年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

実
施
期
間　
12
月
30
日
㈮
ま
で
に
接
種
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人

②�
60
～
64
歳
の
人
で
一
定
の
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
な
ど
の
障
が
い
の
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
医
師
の
診

断
書
の
写
し
が
必
要
）

料
金　
１
０
０
０
円

内
容　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
施
場
所

�・
国
民
健
康
保
険
病
院

催
　
し

平
成
29
年
雄
武
町
成
人
式

社
会
福
祉

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

募
　
集

雄
武
町
臨
時
職
員
募
集

雄
武
町
職
員
（
社
会
福
祉
士
）
募
集

職
種
・
採
用
人
数　
一
般
事
務　
１
人

応
募
条
件　
普
通
自
動
車
第
一
種
免
許

取
得
者
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
経
験
の
あ

る
人
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
人

勤
務
条
件

�・�

勤
務
時
間　

１
日　

７
時
間
45
分

（
原
則
８
時
30
分
～
17
時
15
分　
休
憩

１
時
間
）

�・�

勤
務
日　
原
則　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

�・�

そ
の
他
の
勤
務
条
件
な
ど
は
、
臨
時

職
員
取
扱
要
綱
の
規
定
に
よ
る

賃
金　
日
額　
７
２
３
０
円

応
募
方
法　
臨
時
職
員
採
用
試
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
ま

で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
込
書
は
役
場
総
務
課
職
員
厚
生
係

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ａ
３
版
）

応
募
期
限　
29
年
１
月
20
日
㈮
必
着

採
用
試
験　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
試
験

採
用
年
月
日　
29
年
２
月
１
日　

問
総
務
課
職
員
厚
生
係
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申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
提
出
の
際
に
は
個
人
番
号
の

分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

町
外
者
は
課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書

な
ど
の
前
年
度
の
所
得
が
分
か
る
も

の
お
よ
び
納
税
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※�

単
身
で
の
入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
12
月
15
日
㈭
（
新
規
住
宅
）

※�

継
続
募
集
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

先
着
順
で
の
受
付
の
た
め
、
問
い
合
わ

せ
時
に
募
集
を
締
め
切
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
決
定
し
ま
す
。

※�

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

政
令
月
収
～
給
与
所
得
者
は
１
年
間
の

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除

な
ど
を
行
い
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

※�

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

納
付
す
る
方
法
と
口
座
振
替
が
あ
り

ま
す
。

※�

町
営
住
宅
の
情
報
は
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
入
居
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

住
　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
新
規
）

政令月収

団地名 沢木団地 旭�日�団�地 新　日　の　出　団　地 日の出団地 宮下団地
建築年 平成23年 平成5年 平成11年 平成 28年 平成27年 昭和57年 昭和59年
募集戸数 1戸 1戸 1戸 1戸 2戸 1戸 1戸 1戸
間取り 2LDK 3LDK 3LDK 2LDK 2LDK 2LDK 3LDK 3LDK

ア 0円 ～104,000円 19,100 円 21,000 円 23,900 円 22,800 円 23,400 円 22,400 円 16,500 円 13,400 円
イ 104,001円 ～123,000円 22,100円 24,300円 27,600円 26,300円 27,000円 25,900円 19,000円 15,400円
ウ 123,001円 ～139,000円 25,200円 27,800円 31,600円 30,100円 30,900円 29,600円 21,700円 17,700円
エ 139,001円 ～158,000円 28,500円 31,300円 35,600円 33,900円 34,900円 33,400円 24,500円 19,900円
オ 158,001円 ～186,000円 32,500円 35,800円 40,700円 38,800円 39,800円 38,100円 28,000円 21,200円
カ 186,001円 ～214,000円 47,000円 41,300円 47,000円 44,700円 46,000円 44,000円 32,300円 21,200円

◉家賃表（オ、カは就学前の子供がいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

旭日団地

緑町団地 潮　　見　　団　　地 魚�田�団�地 幌内団地
平成20年 平成23年 昭和38年 昭和56年 昭和57年 昭和62年 昭和63年 昭和63年 昭和53年 昭和55年 昭和51年
1戸 1戸 1戸 1戸 1戸 1戸 1戸 1戸 2戸 1戸 1戸
2LDK 2LDK 2DK 3LDK 3LDK 3LDK 3LDK 3LDK 3DK 3DK 3LDK

17,500 円 18,000 円 3,400 円 12,200 円 13,200 円 17,400 円 16,500 円 17,600 円 9,400 円 11,100 円 7,800 円
20,300円 20,800円 3,900円 14,100円 15,200円 20,100円 19,000円 20,300円 10,900円 12,800円 9,000円
23,200円 23,800円 4,400円 16,100円 17,400円 22,900円 21,800円 23,300円 12,400円 14,600円 10,300円
26,100円 26,900円 5,000円 18,200円 19,700円 25,900円 24,600円 26,300円 14,000円 16,500円 11,600円
29,900円 30,700円 5,700円 20,800円 22,700円 29,600円 28,100円 30,000円 16,000円 18,500円 13,500円
34,500円 35,500円 6,600円 21,100円 22,700円 34,100円 32,400円 34,600円 17,700円 18,500円 14,400円

◉家賃表（オ、カは就学前の子供がいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

沢木団地 緑町団地

潮見団地 幌内団地魚田団地

新日の出団地

潮見団地

　
町
で
は
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

第
６
次
雄
武
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
全
庁
的
な
体
制
で
行
政
改
革
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
27
年
度
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
計
画
期
間　
27
～
30
年
度（
４
年
間
）

２
具
体
的
推
進
項
目　
31
項
目

３
進
捗
状
況

�・
実
施
（
◎
）
25
項
目
（
80
・
64
％
）

�・
調
査
検
討（
△
）４
項
目（
12・90
％
）

�・
調
査
・
検
討
、
方
針
決
定
（
△
○
）

　
１
項
目
（
３
・
23
％
）

�・
未
実
施
（
×
）
１
項
目
（
３
・
23
％
）

４
達
成
度

�・�

目
標
を
上
回
る
成
果
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
（
★
★
★
★
★
）

　
１
項
目
（
３・２
３
％
）

�・
目
標
ど
お
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

　
（
★
★
★
★
）
11
項
目
（
35
・
48
％
）

�・�

目
標
に
対
し
、
お
お
む
ね
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
（
★
★
★
）

　
11
項
目
（
35
・
48
％
）

�・�

目
標
に
対
し
、
あ
ま
り
達
成
で
き
な

か
っ
た（
★
★
）７
項
目（
22・58
％
）

�・�

目
標
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き

な
か
っ
た
（
★
）
０
項
目
（
０
％
）

�・�

目
標
に
対
し
、
全
く
達
成
で
き
な

か
っ
た
（
－
）
１
項
目
（
３
・
23
％
）

５
推
進
状
況

�・
計
画
以
上　
１
項
目
（
３
・
23
％
）

�・
計
画
ど
お
り　
22
項
目
（
70
・
97
％
）

�・
計
画
以
下　
８
項
目
（
25
・
8
％
）

６
推
進
項
目
別
進
捗
状
況

1�

町
民
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地

域
力
」
の
向
上

◉
情
報
共
有
の
推
進

�・
情
報
提
供
機
能
の
充
実
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
職
員
の
出
前
講
座
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
情
報
化
推
進
計
画
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

◉
町
民
参
画
と
地
域
活
動
支
援
の
推
進

�・
委
員
公
募
制
度
の
推
進（
◎
）（
★
★
）

　
（
計
画
以
下
）

�・
新
規
政
策
事
業
の
公
募
制
度
の
導
入

　
（
×
）（
－
）（
計
画
以
下
）

�・
町
民
意
向
調
査
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
推
進

　
（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
地
域
活
動
支
援
の
推
進（
◎
）（
★
★
）

　
（
計
画
以
下
）

2�

自
主
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営
に

よ
る
「
財
政
力
」
の
向
上

◉
中
期
的
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営

�・
予
算
編
成
方
式
の
適
正
化
（
◎
）

　
（
★
★
）（
計
画
以
下
）

�・
町
債
発
行
の
抑
制
と
軽
減
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
財
政
計
画
に
よ
る
運
営
促
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
補
助
金
・
負
担
金
の
適
正
化
（
△
）

　
（
★
★
）（
計
画
以
下
）

◉
経
常
経
費
の
節
減

�・
経
常
的
経
費
等
の
節
減
（
◎
）

　
（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
節
減

　
（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
情
報
関
連
機
器
運
用
経
費
の
節
減

　
（
◎
）（
★
★
★
★
★
）（
計
画
以
上
）

◉
歳
入
の
確
保

�・
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
（
△
）

　
（
★
★
）（
計
画
以
下
）

3�

効
果
・
効
率
的
な
行
政
経
営
と
人
材

育
成
に
よ
る
「
組
織
力
」
の
向
上

◉
事
務
事
業
の
合
理
化
・
効
率
化

�・
行
政
評
価
制
度
の
推
進（
◎
）（
★
★
）

　
（
計
画
以
下
）

�・
公
営
企
業
等
の
健
全
化
の
推
進（
◎
）

　
（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
管
理
の
推
進

　
（
△
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

◉
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担

�・
事
務
事
業
の
民
間
委
託
等
の
活
用

　
（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）　

◉
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

�・
職
員
研
修
の
充
実（
◎
）（
★
★
★
★
）

　
（
計
画
ど
お
り
）

�・
職
員
提
案
制
度
活
用
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

◉
職
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
人
事
制
度

�・
勧
奨
退
職
制
度
の
効
果
的
な
活
用

　
（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
人
事
評
価
制
度
の
推
進
（
△
○
）

　
（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・
給
与
水
準
及
び
給
与
制
度
の
適
正
化

　
（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

�・�

勤
務
実
績
に
応
じ
た
昇
給
制
度
等
の

見
直
し
（
△
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

第
６
次
雄
武
町
行
政
改
革
大
綱

平
成
27
年
度
進
捗
状
況
問
総
務
課
庶
務
係

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
継
続
）

宮下団地日の出団地

緑町団地
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情報ひろば情報ひろば
　
調
理
師
法
第
５
条
の
２
に
基
づ
く
、
調

理
師
就
業
届
出
の
必
要
な
年
と
な
り
ま
す

の
で
、
12
月
31
日
現
在
の
調
理
従
事
場
所

な
ど
に
つ
い
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者
（
次
の
施
設
・
店
舗
で
調
理
の
業

務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
）

�・�

寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、
社

会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
数
人
に
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

�・�

飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う

ざ
い
製
造
業

届
出
期
日　
29
年
１
月
15
日
㈰
ま
で

届
出
先　
働
い
て
い
る
地
域
を
担
当
区
域

と
し
て
い
る
社
団
法
人
北
海
道
全
調
理
師

会
、
ま
た
は
紋
別
保
健
所
、
遠
軽
地
域
保

健
支
所

�・�

北
海
道
全
調
理
師
会
紋
別
支
部
（
海
鮮

遊
食�

Ｒ
ｉ
ｎ
）

　
紋
別
市
幸
町
６
丁
目
ぼ
ん
で
ん
ビ
ル
２
階

　
☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
９
８
７
７�

�・
調
理
師
会
遠
軽
支
部

　
遠
軽
町
１
条
通
北
６
丁
目　
丸
榮
商
事

　
☎
０
１
５
８
‐
４
２
‐
２
５
５
０

�・
紋
別
保
健
所

　
紋
別
市
南
が
丘
１
丁
目

　
☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

�・
遠
軽
地
域
保
健
支
所

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

　
遠
軽
町
大
通
北
５
丁
目

　
☎
０
１
５
８
‐
４
２
‐
３
１
０
８

届
出
用
紙
設
置
場
所　
社
団
法
人
北
海
道

全
調
理
師
会
紋
別
支
部
・
遠
軽
支
部
、
紋

別
保
健
所
、
遠
軽
地
域
保
健
支
所

届
出
方
法　
紙
に
よ
る
届
出
方
法
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
け
出
も
可
能

　

https://www.harp.lg.jp/SksJuminW
eb/

　

EntryForm?id=AOVie6SV

問
北
海
道
全
調
理
師
会

☎
０
１
１
‐
５
１
１
‐
１
３
２
６

問
紋
別
保
健
所

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

問
遠
軽
地
域
保
健
支
所

☎
０
１
５
８
‐
４
２
‐
３
１
０
８

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況

　
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧

状
況
（
27
年
11
月
～
28
年
10
月
）
を
住
民

基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
し
ま

す
。
公
表
制
度
は
閲
覧
制
度
の
透
明
性
を

高
め
、
不
正
な
閲
覧
や
目
的
外
利
用
・
第

三
者
提
供
な
ど
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
た

め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

閲
覧
申
請
者　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本

部
長

利
用
目
的　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
事
務

◉
11
月
８
日
付

▼�

税
財
管
理
課
管
財
係
兼
産
業
振
興
課
農

地
整
備
係　
八
重
樫　
貢
（
税
財
管
理

課
管
財
係
）

閲
覧
年
月
日　
①
27
年
11
月
４
日
②
28
年

10
月
25
日

閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲　
①
平
成
11
年

４
月
２
日
～
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

子
（
33
件
）
②
平
成
12
年
４
月
２
日
～
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子
（
39
件
）

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　

海
上
保
安
大
学
校
学
生

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　　

��　Information

もうすっかり冬になってしまいました。寒い季節の到来ですね。
そして、忙しい師走、体調など崩されないようにご自愛ください。

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。ぜひ、
ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、ご
要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85‐ 2626

ホテル日の出岬からのお知らせ

クリスマスディナーパーティー開催

いよいよクリスマス間近。クリスマス当日は、当ホテル初となるクリ
スマスディナーパーティーを開催します！
クリスマスならではのディナー、デザートビュッフェとともに、
HORANERO さんの奏でるすてきな音楽をぜひとも心ゆくまでお楽し
みください。チケットを購入いただいていない皆さま、ぜひとも問い
合わせください。

　　クリスマスディナーパーティー

　　年末オードブル

クリスマスが終われば今度はお正月ですね！
お正月の前、年越しにホテルの年末オードブルはいかがですか？
1 台 8,000 円（5 人前）となり、ご予約は 12 月 25 日㈰までの受付
となります。限定 50 台となりますので、ご予約はお早めに。

そ
の
他

働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
さ
ま
へ

元旦にはイベントを開催予定ですので、ぜひとも皆さまお誘い合わせ
の上お越しください。
お正月明けの１月８日㈰には「第 1 回　日の出岬杯」と題して、雪上
ブルームボールを開催予定。参加チームは現在募集中です。１チーム
６～ 10 人（プレーヤー５人 + キーパー）性別・年齢は問いません。
参加料は 1 人 1,000 円（弁当付）となります。
優勝チームには豪華特典を贈呈しますので、皆さまの参加をお待ちし
ています！

行
っ
て
い
ま
す
。

◉
町
有
林
造
林
事
業
の
概
要

�・
上
幌
内
地
区

　
植
栽
面
積　
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
植
栽
樹
種
・
本
数

　
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ　
１
万
１
０
０
本

�・
幌
内
地
区

　
植
栽
面
積　
２
・
98
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
植
栽
樹
種
・
本
数

　
カ
ラ
マ
ツ　
９
０
３
０
本

問
産
業
振
興
課
林
務
係

　
今
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給
に
最
低
限

必
要
な
供
給
予
備
力
３
％
以
上
を
確
保
で

き
る
見
通
し
で
す
が
、
今
冬
の
電
力
需
給

見
通
し
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
皆
さ
ま
が

継
続
し
て
い
る
定
着
し
た
節
電
効
果
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き｢

無
理
の
な

い
範
囲
で
の
節
電｣

に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
電
力
紋
別
営
業
所

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
３
１
２
１

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

　
町
で
は
、
行
政
や
議
会
、
産
業
経
済
団

体
、
自
治
会
な
ど
の
方
々
が
一
堂
に
会
し

て
新
年
の
抱
負
を
語
り
合
い
交
流
を
深
め

る
た
め
、
新
年
交
礼
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
29
年
１
月
６
日
㈮　
15
時
30
分
～

場
所　
ホ
テ
ル
日
の
出
岬

会
費　
２
千
円

申
し
込
み　
12
月
14
日
㈬
ま
で

そ
の
他　
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
総
務
課
庶
務
係

労
　
働

12
月
議
会
定
例
会

雄
武
町
職
員
人
事

　　雪上ブルームボール大会参加チーム募集

　　レストラン「藍」の今月のおすすめ

レストラン藍の今月のおすすめは「日の出
鍋焼きうどんセット」。帆立の天ぷらと鮭の
天ぷらが乗った、ちょっとぜいたくな鍋焼
きうどんに、帆立の炊き込みご飯、稲荷寿
司が 2 個ついて 850 円で提供いたします。

町
有
林
に
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
を
植
栽

　
町
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

を
適
正
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
町
有
林
の

造
林
を
計
画
的
に
実
施
し
、
森
林
資
源
の

保
全
と
整
備
、
町
有
財
産
の
造
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
ニ
ト
リ
北
海
道

応
援
基
金
の
助
成
を
受
け
て
、
上
幌
内
、

幌
内
の
町
有
林
に
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
カ
ラ

マ
ツ
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金
と
は
、
株
式

会
社
ニ
ト
リ
が
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
事

業
で
、
北
海
道
に
「
元
気
を
取
り
も
ど
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
創
設
さ
れ
た
基

金
で
す
。
株
式
会
社
ニ
ト
リ
で
は
、
北
海

道
１
千
万
本
植
樹
計
画
を
掲
げ
、
20
年
掛

け
て
各
地
に
１
千
万
本
の
植
樹
を
行
う
こ

と
を
目
標
と
し
、
地
域
の
活
性
化
や
地
球

温
暖
化
防
止
や
環
境
保
護
植
樹
活
動
を

開
会　
12
月
14
日
㈬　
10
時

場
所　
役
場
庁
舎
３
階　
議
場

※�

定
例
会
は
３・６・９
・
12
月
の
年
４
回

開
催
さ
れ
、
定
例
会
で
は
議
案
審
議
の

ほ
か
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
議

会
は
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

↑幌内地区 ↑上幌内地区

平
成
29
年
雄
武
町
新
年
交
礼
会
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暮らしの

年金情報

国民年金保険料の免除制度

　保険料を納めることが困難な場合、全額または一部（４分の１免除、半額免除、４分の３免除）
の保険料が免除になる制度があります。
①退職（失業）の場合は、退職した人の所得を除外して審査します。
　�通常の免除申請は、申請者本人、配偶者および世帯主の所得が審査の対象になりますが、退職
（失業）時の免除申請は、退職した人の所得が審査の対象から除かれます。
②保険料を一部納付したのと同じになります。
　全額免除になった期間の年金額の計算は、保険料を納めた場合と比較して２分の１になります。
③万が一の際にも確かな保障があります。
　�病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族年金など
の保障もあります。

手続き　「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」を役場住民生活課戸籍住民係へ提出してくだ
さい。申請が遅れても最大２年１カ月前までの免除申請をすることができますが、申請が遅れる
と万一の際に障害年金などを受け取れない場合や退職（失業）時の免除審査の特例（退職した人
の所得を除外して審査）が受けられない場合がありますので、すみやかに申請してください。
必要書類　印鑑、年金手帳または基礎年金番号の分かるもの、雇用保険受給資格者証の写しなど、
失業していることを確認できる公的機関の証明の写し
問住民生活課戸籍住民係

雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

久保健一 40 歳。同窓会で“みんな”
に会えるのを楽しみにしていたのに、
時間になっても誰も来ない。そのころ
“みんな”は、のっぴきならない事態
に直面していて…。

「かあちゃん、ぼくのこと嫌いになっ
てしもうたんかなあ。」毎日おこられ
てばかりのけんちゃん。でも、とうちゃ
んがおふろで話してくれたのは…。

今月の新着図書 Newly-imported�books

「暮しの手帖」とわたし（大橋鎭子）・ディスニ―
ユニベアシティの着せかえコスチューム（佐々木
公子）・ホイルでも！ペーパーでも！包み焼き（岩
﨑啓子）・居酒屋の一品料理・農家が教えるハウ
ス ･温室無敵のメンテ術・DIY 庭づくり百科・ハ
リー・ポッター魔法グッズ大図鑑・悪あがき英会
話（松本ぷりっつ）・永遠に�立場茶屋おりき（今
井絵美子）・ホームズ四世（新堂冬樹）　ほか

ゴールデンカムイ８（野田サトル）・うちはおっ
ぺけ１～４（松本ぷりっつ）・きょうの猫村さん
９（ほしよりこ）・ハッピーになれる星座占い（鏡
リュウジ）・転んでも、大丈夫�ぼくが義足を作る
理由（臼井二美男）・空から宝物が降ってきた！
雪の力で未来をひらく（伊藤親臣）・ルルとララ
のすてきなパーティブック（あんびるやすこ）・
なめこ�せかいのともだち　ほか

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 　新着図書（児童書）　新着図書（児童書）

40歳の言いわけ40歳の言いわけ

斉木　香津斉木　香津

また　おこられてんまた　おこられてん

作 /小西　貴士　　絵 /石川えりこ作 /小西　貴士　　絵 /石川えりこ

今月のおすすめ情報 Recommended�information�of�this�month

クリスマス特集コーナーあります

寒い冬にほっこりと温まる、わくわくたのしいお話はもちろ
ん、パーティにぴったりのおいしい料理がいっぱいのレシピ
本や、すてきな飾り付けのインテリア本など、オススメの本
を揃えています。家族そろって、ぜひご来館ください！
【期　間】12月 25日㈰まで

　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の人は、厚生年金保険などの公的年金制度に加
入している人を除き、自ら国民年金への加入手続きをしなければなりません。
　会社を退職したことにより厚生年金保険に加入しなくなった人は、国民年金の「第１号被保険
者」として自ら加入手続きを行っていただくこととなります。
　厚生年金保険加入者に扶養される配偶者は「第３号被保険者」となります。扶養している配偶
者が会社を退職したときは「第１号被保険者」として国民年金に加入することになりますので、
配偶者とともに届け出が必要です。
手続き先　住民生活課戸籍住民係
必要書類　印鑑、年金手帳または基礎年金番号の分かるもの
保険料月額　１万6,260円（平成28年度）
※退職と同時に会社員や公務員の配偶者に扶養される人は、
　配偶者の勤務先への届け出が必要。
問住民生活課戸籍住民係

会社を退職した人は国民年金の届出を

【延長期間】12月 16日㈮～ 27日㈫
【貸出冊数】20冊
【貸出期間】３週間
※�図書返却日が、年末年始の休館日に
あたる間、貸出期間を延長します！
　�利用できる冊数も増えますので、ぜ
ひご利用ください。

【年末年始の休館日】
　12月 30日㈮～ 29年１月５日㈭

貸出期間延長と
年末年始のおしらせ
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運
命
の
分
か
れ
道
、

自
ら
選
択
し
た
先
に

　　　
平
成
17
年
４
月
、
午
後
８
時
半
過
ぎ
、
自

ら
主
催
し
た
関
係
機
関
と
の
宴
席
も
無
事
終

了
し
、全
員
を
タ
ク
シ
ー
で
送
り
出
し
た
後
、

私
も
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
家
の
前
で
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
の
で
す

が
、
明
日
の
早
朝
出
勤
の
こ
と
を
考
え
、
出

掛
け
る
と
き
に
自
宅
近
く
の
事
務
所
に
停
め

て
あ
っ
た
車
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
宴
席

で
は
日
本
酒
２
合
、
生
ビ
ー
ル
中
ジ
ョ
ッ
キ

２
杯
ほ
ど
飲
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
ま
だ
大

丈
夫
、
家
ま
で
は
５
分
ほ
ど
な
の
だ
か
ら
と

自
分
勝
手
に
考
え
、
車
を
運
転
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
家
に
近
づ
く
と
、
今
度
は
竣
工
検
査
を
一

週
間
後
に
控
え
た
能
力
増
強
増
築
工
事
の
進

捗
状
況
が
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
酒
を
飲
ん

で
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
、
家
の
前
を
通
り
過

ぎ
工
事
現
場
へ
と
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
ま
し

た
。
５
分
ほ
ど
車
を
進
め
る
と
、
飲
酒
と
連

日
の
残
業
の
影
響
か
眠
気
を
強
く
感
じ
「
コ

ト
ン
」
と
い
う
音
で
次
第
に
意
識
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。「
え
、今
の
音
は
」「
何
か
当
た
っ

た
の
か
」
な
ど
と
考
え
出
す
と
心
の
中
に
黒

い
影
が
広
が
り
、
な
ぜ
か
恐
ろ
し
く
な
っ
て

音
が
し
た
場
所
へ
戻
れ
ず
、
そ
こ
か
ら
逃
げ

る
よ
う
に
近
く
の
警
察
署
へ
車
を
走
ら
せ
ま

し
た
。
警
察
署
に
着
く
と
既
に
救
急
車
が
出

動
し
て
い
て
、
高
校
３
年
生
の
男
子
を
は
ね

重
傷
だ
と
聞
か
さ
れ
、
そ
の
場
で
現
行
犯
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
現
場
検
証
で
、

速
度
も
40
キ
ロ
制
限
の
県
道
を
60
キ
ロ
で
走

行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
私
が
は
ね
た
被
害
者
は
、
私
の
次
男
の
中

学
時
代
の
野
球
部
の
後
輩
で
、
当
日
も
野
球

の
練
習
を
終
え
、
後
輩
と
一
緒
に
自
転
車
で

帰
宅
中
と
の
こ
と
で
し
た
。
次
男
の
中
学
時

代
は
練
習
試
合
に
は
塁
審
と
し
て
参
加
し
、

被
害
者
の
両
親
と
は
共
に
父
母
の
会
で
活
動

し
て
い
ま
し
た
。

　
逮
捕
さ
れ
た
そ
の
夜
、
午
前
３
時
頃
、
急

性
硬
膜
下
血
腫
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
と
知
ら

さ
れ
、留
置
場
の
中
で「
人
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
」
と
凍
り
つ
き
ま
し
た
。

　
２
週
間
の
勾
留
期
間
が
終
わ
り
、
釈
放
さ

れ
た
そ
の
足
で
被
害
者
の
家
に
謝
罪
に
行
き

ま
し
た
。
被
害
者
の
両
親
の
怒
り
は
想
像
を

絶
す
る
も
の
で
、
子
供
の
た
め
に
生
き
て
い

た
叫
び
は
、
こ
の
身
を
突
き
破
る
も
の
で
し

た
。
当
日
被
害
者
が
着
て
い
た
、
血
で
染
ま

り
、
破
れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
学
生
服
を

た
た
き
つ
け
ら
れ
「
子
供
を
返
せ
」
と
の
の

し
ら
れ
て
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ

涙
が
流
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
翌
日
か
ら
謝
罪
の
た
め
、
自
転
車
で
片
道

40
分
ほ
ど
掛
け
て
判
決
日
の
前
日
ま
で
毎
日

通
い
ま
し
た
。
被
害
者
の
家
に
着
く
と
、
玄

関
脇
の
庭
の
片
隅
で
正
座
し
、
仏
壇
が
あ
る

で
あ
ろ
う
方
向
に
向
か
っ
て
経
本
を
片
手
に

30
分
ほ
ど
読
経
し
て
帰
る
の
で
す
。
私
が

通
っ
た
の
は
百
日
を
超
え
ま
し
た
。
妻
と
母

は
事
故
後
か
ら
毎
日
通
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
母
は
心
労
か
ら
か
６
月
に
入
院
し
、
７

月
に
は
妻
も
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
９
月
に
下
さ
れ
た
判
決
は
、
危
険
運
転
致

死
罪
及
び
道
路
交
通
法
違
反
で
、
求
刑
６
年

の
と
こ
ろ
懲
役
４
年
で
し
た
。
損
害
賠
償
の

民
事
裁
判
は
、
翌
年
５
月
で
和
解
と
な
り
、

被
害
者
遺
族
へ
は
自
賠
責
よ
り
３
千
万
円
、

上
乗
せ
保
険
よ
り
６
千
６
４
０
万
円
が
支
払

わ
れ
ま
し
た
が
、
人
の
命
と
は
決
し
て
釣
り

合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
原
刑
務
所
で
の
受
刑
生
活
も
残
す
と
こ

ろ
８
カ
月
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
者
遺
族
の

心
情
を
考
え
る
と
、
満
期
で
出
所
す
る
こ
と

が
今
の
私
に
で
き
る
唯
一
の
償
い
で
す
。
出

所
し
て
か
ら
の
償
い
は
、
残
り
の
受
刑
生
活

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
を
受
け
、
被
害
者

遺
族
に
と
っ
て
も
最
善
の
方
法
を
考
え
る
所

存
で
す
。

　
私
が
被
害
者
の
命
を
奪
っ
た
ば
か
り
に
、

被
害
者
や
私
を
取
り
巻
く
大
勢
の
人
た
ち
に

一
生
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
傷
を
負
わ
せ
、

多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

の
本
当
の
償
い
は
、
出
所
し
て
普
通
の
生
活

に
戻
っ
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
や
ひ
き
逃
げ
な
ど
が
ま
す
ま
す

厳
罰
化
さ
れ
て
い
る
中
で
、
被
害
者
遺
族
が

悲
痛
な
声
を
上
げ
、
私
た
ち
受
刑
者
が
ど
ん

な
に
後
悔
の
言
葉
を
並
べ
て
も
、
聞
こ
う
と

せ
ず
同
じ
よ
う
な
過
ち
を
犯
す
人
が
後
を
絶

た
な
い
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
以
前
の
自
分

を
見
て
い
る
よ
う
で
と
て
も
つ
ら
い
で
す
。

Ｍ
・
Ｍ　
団
体
職
員
（
47
歳
）

　
㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報「
お
う
む
」で
は
、実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

契約結婚をテーマにしたドラマ
が話題になっています。契約

結婚とは、夫婦となろうとする者の
間で結婚生活における約束事を取り
決めた結婚をいいます。約束事は法
律に反しない限りどのようなことを
取り決めても構いません。今回話題
になっている契約結婚は、①婚姻届
を出さずに住民票だけを移して「事
実婚」をすること（いわゆる内縁関
係）②家事労働について「対価」を
支払うことが主な契約内容のようで
す。今回は①「事実婚」について「法
律婚」と比較しながら考えていきた
いと思います。
　そもそも、法律婚というのは婚姻
届を提出して法的に認められる結婚
のことをいいます。他方で、事実婚
は、婚姻届を提出していないけれど
も、互いに婚姻の意思があり夫婦生
活の実態がある場合をいいます。事
実婚の場合、同一戸籍に入ることは
できないですが、世帯を一つにした
場合は同一の住民票を作ることがで

きます。そして、住民票の続柄の記
載を「妻（未届）」又は「夫（未届）」
とすることができるので、事実婚の
証明資料となります。
　事実婚のメリットとしてよく挙げ
られるのは、改姓をしなくても良い
という点です。法律婚の場合は妻が
夫の名字に改姓することが多いと思
いますが、事実婚の場合は自分がずっ
と名乗ってきた氏名を使い続けるこ
とができ、面倒な氏名変更の手続を
しなくても良いのです。
　また、事実婚であっても、法律婚
と同じように社会保険やサービスを
利用することができます。例えば、
一定の条件はありますが健康保険や
国民年金、生命保険等について法律
婚と同様の扱いを受けることができ
ます。さらに、離婚した場合に財産
分与や養育費を請求することもでき
ます。意外と法律婚との違いがない
ことに驚かれる方もいらっしゃるか
もしれません。
　もっとも、事実婚にはデメリット

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　
12 月 6 日㈫・1 月 10 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議12 月 6 日㈫・1 月 10 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

もあります。パートナーが亡くなっ
たときに相続人になれないこと、税
金の配偶者控除を利用できないこと
等が挙げられます。ただ、相続の問
題については遺言を作成しておくこ
とで対応できます。気になる子供の
問題ですが、事実婚夫婦の間に子供
が生まれた場合は、母親の戸籍に子
供が入籍し、父親が認知をすること
で法的な父子関係は発生します。ま
た、子供の名字は手続きを取らない
限り母親の名字になりますが、父親
と子供が養子縁組をすることで父親
の名字に変えることもできます。
　時代の変化に伴い、結婚の在り方も
どんどん変
化してきて
います。多
様な価値観
を尊重でき
る社会にな
ると良いな
と思います。

なるほど !くらしの法律相談【�第56回�】

今月の担当

　
　
　
　
　
　
第
８
回

子育て支援センターだより 子育て支援センター（若草保育所内）　☎ 84‐ 4366

　今年も残り少なくなり、寒さが本格的になってきました。子育ての
1 年を振り返るといかがだったでしょうか？子供の成長を見守る日々
は大変ですが、家族に笑顔と元気を与えてくれます。わが子のために
共に悩む両親に成長を与えてくれます。子供と過ごす日々を大切に、
新しい年も親子で笑顔いっぱいの一年となりますように・・・。
　子育て支援センターをどうぞ気軽にご利用ください。

　助産師講話のお話の中に、
こんなフレーズがありました。

「お母さんはできない事を見つ
ける天才！子供はできた事を
喜ぶ天才！」。
　しつけや成長を考えるあま
り、親はついわが子のできて
いない部分ばかりに目がいっ

てしまいます。それとは逆に、
子供は「自分でできた！」に
満足し喜びを感じています。
できていない事を示すより、
今できている事を認めて喜び
を共感してあげる方が、次は
どうしたら良いかと学ぶ意欲
につながるということです。

しつけの基本は子どもが見てまねる

長岐�和恵�弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

　子供は、大好きなママや自
分を見守ってくれる大人たち
のことをいつも見ています。
伝えたい行動（気持ち）は、「○
○しなさい！」と言葉で指示
をしなくても、ちゃんと見て
まねることができるのです
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「
漁
業
者
に
愛
さ
れ
、
地
元
に

貢
献
で
き
る
職
員
に
な
り

た
い
」。

　
雄
武
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
農
業

大
学
に
進
学
し
、
大
学
で
は
水
産
増

養
殖
の
研
究
室
に
所
属
。「
授
業
や

ア
ル
バ
イ
ト
で
漁
師
の
方
と
接
す
る

機
会
が
多
く
、
研
究
室
で
は
魚
の
生

態
系
や
養
殖
具
合
の
調
査
な
ど
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
後
は
地

元
で
漁
業
者
の
支
え
に
な
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と

雄
武
漁
協
へ
の
志
望
動
機
を
話
し
ま

す
。

　
27
年
4
月
に
入
社
し
、
現
在
は
指

導
課
で
船
舶
の
登
録
や
漁
業
権
の
申

請
、
資
源
量
の
調
査
な
ど
を
担
当
。

「
今
年
は
船
に
乗
っ
て
、
初
め
て
稚

貝
の
幼
生
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
と

て
も
興
味
深
く
、
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
し
ま
す
。
し
か
し
、
事
務
仕

事
は
得
意
で
は
な
い
と
い
い
、「
申

請
や
登
録
の
事
務
仕
事
は
大
変
で
す

が
、
漁
業
者
の
方
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
上
司
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
、

聞
い
た
こ
と
は
必
ず
メ
モ
を
取
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
苦
手
な
仕
事

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
漁
業
者
の
方
と
一
緒
に
仕
事
を

し
た
と
き
な
ど
、
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
く

励
み
に
な
り
ま
す
。
自
分
は
ま
だ
ま

だ
若
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん
な

仕
事
に
挑
戦
し
て
、
漁
業
者
の
方
と

の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」。

　
初
心
を
忘
れ
ず
、
漁
業
者
に
愛
さ

れ
る
職
員
に
な
る
た
め
、
今
日
も

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
武
器
に
、

漁
業
者
の
声
に
こ
た
え
ま
す
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

雄武漁業協同組合勤務

小
お の

野　聖
き よ と

人 さん
（元沢木）

今月の文章は、いつもとは違う
横書きにしました。理由は私

が好きな英語について書きたかった
からです。縦書きの英語は読みづら
いので横書きです。
　先日、観光協会で雄武小の鮭給食
の取材におうかがいした時、髙田次
長が撮った写真の中に児童の英語演
習プリントが写っていました。それ
は中学3年生が春に学習する「現在
完了」という動詞の形の勉強でした。
きれいなアルファベットで見事に現
在完了の継続用法をマスターしてい
ました。「なかなかやるなぁ」と思い
ました。小学生で英語をある程度先
取り学習することは、中学校に入っ
てからの理解がぜんぜん違います。
教える先生方のご苦労も相当なもの
だろうなと思いながらも、拍手をお
くりたくなりました。
　英語は日本語に比べて時間の感
覚（時制といいます）が大切です。
ラテン語を由来とするイタリア語
などはもっと複雑な時制を使います。

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～

例えば、I�was�busy.（過去形=僕
はいそがしかった）と I�have�been�
busy.（現在完了形=僕はいそがし
いよ）は大きな違いがあります。前
者は「いそがしかった」という過去
のことだけを表現しているのに対し、
後者は「いやーいそがしかったんだ
けどさ、今もまだいそがしんだよ
ねぇ」と時間をまたいでいそがし
さが続いていることを表しています。
雄武小の生徒たちが学習していたの
は、この「現在完了」だったのです
が、理屈はあとからついてきます。
今その形を勉強することが大切です。
「助けて」という日本語を英語にすると
き、ふつうはHelp�me.と英語になおしが
ちですが、実はこのHelp�me.は「ちょっ
とお手上げだから助けてくれないか」
というニュアンスがあります。ふだ
んの生活で私たちが使う「ちょっと
手伝ってくれない？」はGive�me�a�

地域おこし協力隊

　　　佐
さ と う

藤 　寧
やすし観光推進

支援員

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

Art Museum
小さな美術館　～雄武小学校～

hand. で十分です。イタリア語でも
mano（手 )という単語を使ってまっ
たく同じ表現をします。(Mi�dai�una�
mano.)　言葉同士がつながっている
のがわかり楽しいですね。
　最後に、私が雄中生だった時英語の
先生が黒板に書いた英語の俳句。意味
がわかりますか？Full� in�care.�Car�
was�to�become�Ms.�Note. もちろ
ん意味はありません。ダジャレです。
ヒントは松尾芭蕉の有名な俳句です。
声に出してみるとすぐにわかりま
す。おあとがよろしいようで。

まえだ
 りりか ちゃん

ほんだ
 ななえ ちゃん

ながた
 しょうき くん

ア
ナ
と
雪
の
女
王
の
エ
ル
サ

しまや
 あんな ちゃん

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト

魔
法
使
い
プ
リ
キ
ュ
ア
の
キ
ュ
ア
マ
ジ
カ
ル

小野�天嶺�くん

「空のめいろ」

村田�夕奈�さん

「動物の
　スマートボール」

島谷�梨央�さん

「自分の
　スマートボール」

石井�煌大�くん

「手作り
　スマートボール」

長谷部�紅彩�さん

「夢の
　スマートボール」

※学年はすべて 3年生
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12 月 6日火 ♣町民大学　19：00～

7日水 ♣生きがい大学　10：00～

♡仲良し親子教室　10：00～

9日金 ♡仲良し親子教室　10：30～

10日土 ☆クリスマス会　9：30～

こども体操教室（雄武小）　10：00～

☆卓球教室　14：00～

12日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

♣コンディショニングトレーニング教室　19：00

13日火 ☆ 2歳児健康相談　9：00～

14日水 ♡仲良し親子教室　10：00～

15日木 ◉乳幼児健康診査　12：30～

☆けん玉検定　16：00～

16日金 ☆仲良し親子教室（クリスマス会）　10：30～

17日土 こども体操教室（雄武小）　10：00～

19日月 ☆仲良し親子教室　10：00～

21日水 ☆仲良し親子教室　10：00～

26日月 ☆読み聞かせフムフムの会　11：00～

28日水 ☆サッカー教室　14：00～

29日木 ☆ピカピカ大掃除　10：00～

開
催
場
所　

◉
役
場
　
♣
町
民
セ
ン
タ
ー　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　
♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ） 毎週月～水曜日の診療となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ）

毎週木～金曜日の診療となりますが、23 日㈮
は祝日のため休診となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 院 長 ）

6 日㈫ 15 時～ 16 時、7 日㈬ 15 時～ 16 時は不在
となります。
※毎日 10 時 30 分～ 11 時 30 分までは病棟回診時間のため、受
付時間は午前が 10 時 30 分まで、午後は正午からとなります。

小 児 科
毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診
療となりますが、23 日㈮は祝日のため休診、
30 日㈮は休診となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となりますが、29
日㈭は午前の診療となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　   赤間　正伍 　91 歳（新沢木）
　阿部　章藏　 76 歳（北浜町）
　中上　　豊　 70 歳（曙）
　宮嶋　德次　 85 歳（北幌内）
　中田　壽雄　 99 歳（新沢木）
　畑中　美代　 96 歳（新沢木）
　菅原ひとみ　 60 歳（幌内上町）
　※ 出生は、出生日を含めて 14 日以内、死亡は、死亡を
　　知った日から 7 日以内に届け出をしてください。

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 12 月 22 日㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 一般運転者講習　13：20 ～ 14：20

　☞ 人口と世帯数（11 月 30 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（11 月 1 日～ 11 月 30 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（10 月 26 日～ 11 月 25 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　畑　　俊一（末広町 2 区）
　上野三根子（枝幸町）
　阿部　範子（北浜町）
　宮嶋　春枝（北幌内）

◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
　北海道新聞三上販売所（新日の出町）

12 月 22 日㈭ 　9：00 ～ 15：00  
　紋別市民会館

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　12 月 13 日㈫　13：30 ～ 15：30
役場町民ホール　行政相談委員　近江谷　春夫

人　口 4,578 人（日本人 4,401 人、外国人 177 人）
（前月比 4 人減 / 前年比 93 人減）

　男 2,159 人（日本人 2,110 人、外国人　49 人）
（前月比 3 人減 / 前年比 52 人減）

　女 2,419 人（日本人 2,291 人、外国人　128 人）
（前月比  1 人減 / 前年比 41 人減）

世帯数 2,248 戸（日本人 2,077 戸、外国人 162 戸）
（前月比 増減無 / 前年比 10 戸減）

◎診療時間　8：30�～�12：00（受付 11：30�まで）�13：30�～�17：15（受付 16：15�まで）

8日木 進路ガイダンス（1年）

18日日 体育祭

22日木 全校集会

23日金 冬期休業（～1月15日日）

第 237 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉見学旅行
　10月 17日㈪から21日㈮、2年生18人は
4泊5日の日程で見学旅行に行ってきました。
　初日は、紋別空港から東京入りし、東京ディ
ズニーシーではアトラクションの楽しさと、
ショーのネオンと花火の美しさに歓声を上げて
いました。東京自主研修では、私鉄やJR･地下
鉄などさまざまな交通機関を乗り継いで目的地
までたどり着き、自信をつけたようでした。
　京都では、清水寺や金閣寺、伏見稲荷大社な
どの歴史的建造物に感嘆し、風景の素晴らしさ
に夢中になりました。体験学習では京扇子や友
禅染、数珠作りに各自が挑戦し、日本古来の文
化や伝統に関心を深めることができました。
　見学旅行が始まる前は、本当に自力で目的地
にたどり着けるか不安だったようですが、次第
に「もう少し長くいたかった」「もう一度訪れ
たい」という声も聞こえるようになり、いつの
日にか自分の力で旅行することを楽しみに思う

❖編集後記

Editor's�note

ようになっている様子でした。
　イオンモールKYOTOでは、ふるさとに
誇りを持ち感謝する気持ちを育てようと、4
年目となる雄武町PR活動に法被を着てのぼ
りを持ち取り組みました。300セットのPR
物品には、雄武町パンフレットと昆布、ホタ
テと手作りのメッセージカード、そしてアン
ケートを書いた返信用封筒を入れました。11
月29日㈫現在41通の返信が届いています。
　勇気を持って通行人に話しかけた結果、多
くの人が足を止めてくれ、30分足らずで全
て配り終えました。

OUMU High�School
12
月
の
行
事
予
定

▼毎年 12月に発表される今年の漢
字。今年はどんな漢字が当てはまる
でしょうか。京都の清水寺の貫主・
森清範氏が巨大な半紙に豪快な筆さ
ばきで表現していますが、実は練習
なしの本番で書いているそうです。
私もあんな豪快な字が書ければと憧
れています。（櫨山）
▼日ハムの2017北海道応援大使に
田中賢介選手と加藤貴之選手が選ば
れました。特に長年ファイターズを支
えてきた田中選手を間近で見るチャ
ンスということで、一ファンとしても
非常に楽しみです。詳細は広報紙に掲
載予定です。ご期待ください。（結城）

375 便　羽田発　11：20　→　紋別着　13：05
376 便　紋別発　13：45　→　羽田着　15：40

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン

旅割
空席予約数と予
約日により運賃
が変わります。

ｽﾏｰﾄｼﾆｱ空割 19,290 円～
ｽﾏｰﾄ U25 19,290 円　

※ 羽田空港施設利用料金 290 円（小
児 140 円）が別途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：50
紋別空港着 13：07
紋別空港発 13：15
紋別バスターミナル着 13：32

　☞ 今月の町税の納期　　問税財管理課収納係

町道民税（第4期分）・国民健康保険税（第6期分）
口座振替日：12 月 28 日㈬
※町税は納期内にきちんと納めましょう
※ 納期内に納税できない事情のある人は、事前に収

納係にご相談ください。
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　―�すこやかに、なごやかに、まめやか
に�―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄�武�町�民�憲�章�（�町民の誓い�）

発
行
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u.hokkaido.jp

／
印
刷
　
雄
武
印
刷
㈱

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　�昭和 46年 3月 19日制定

　
５
年
生
の
と
き
、
お
母
さ
ん
に
看
護
師
に
な
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
仕
事
か
を
調

べ
て
い
く
う
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
で
き
て
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
自
分
が
行
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た
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看
護
学
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に

入
学
す
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た
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苦
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中
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す
。
私
は
小
さ
い
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で
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小
児
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病
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れ
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な
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た
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